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校長プチ自由研究 

この夏休み前半は熱中症による死者のニュースが

交通事故の死者数と同様に無機質な数字で連日報道

されるなど、猛烈な暑さの日が続きました。「私が子

供の頃は猛暑日になる日は少なかったのでは…」と

いう記憶を定かにするために、気象庁のホームペー

ジの「過去の気象データ」の中にある「東京の最高

気温」を参考に４０～５０年程前の夏季休業期間中

の猛暑日（最高気温が３５℃を超える日）の日数と、

ここ１０年間の日数を「プチ自由研究」として調べ

てみました。上のグラフがその結果で、実線が近年、

破線が半世紀近く過去の頃のものです。 

やはり、私が子供の頃の猛暑日の日数は今の約

1/4 と少ないばかりか、最高気温が３０℃に届かな

いような日も多く見られました。また、最低気温が

２５℃を下回らない熱帯夜についても調べてみまし

た。出現率は近年比の約1/2 で、こちらも少なくな

っていました。いずれにしても昔は体温を超えるよ

うな暑さや最低気温が３０℃近くある場合は非常に

まれなことが分かりました。この９月は運動会の練

習を行います。熱中症にならないように気を付ける

など、十分な配慮の下に取り組んでまいります。 

小中一貫教育グループ研究 

 平成 18 年の教育基本法・平成 19 年の学校教育

法の改正において、新たに義務教育の目標が規定さ

れてからは、多くの自治体での小中一貫教育の推進

が加速しています。練馬区では、9 年間を見通した

指導方針の下、①授業改善により学習意欲を図るこ

とによる「学力・体力の向上」、②連携指導により自

己肯定感を高めることによる「豊かな人間性・社会

性の育成」、③滑らかな接続を図ることにより不登校

を減少させることによる「安定した学校生活」の 3

点の伸張を目指し、小・中学校の教職員が協力して

小中一貫教育に取り組んでいます。 

 今年度より本校・石神井西小・立野小・石神井西

中は、区の小中一貫教育研究グループの一つに指定

され、次の８つの部会を核にした研究を本格的に進

めています。 

 １ 道徳・心の教育 ２ 健康・体力向上 

 ３ 生活指導      ４ 児童・生徒交流 

 ５ キャリア教育  ６ 算数・数学 

 ７ 外国語・英語  ８ 理科 

この夏も、数多くの部会が開催され、児童・生徒

の交流計画や実態に応じた各教科・領域における課

題改善カリキュラムの作成に向けて動きだしました。

この秋からは「挨拶運動」や石神井西中の教員によ

る「乗り入れ指導（出前授業）」など、様々な取組が

実践される予定です。来春、保護者・地域の皆様に

は、カラー・リーフレットをもって取組の様子や成

果・課題を御報告いたします。御期待ください。 
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（福岡調べ） 


